
～やっちみろや健康づくり21～ 『健康づくりは食事から』

「町報かどがわ」についてのご意見 ･ご要望は総務課までハガキか FAXでお送りください。

発行日／平成25年３月１日
発行編集／門川町役場　総務課
〒889-0696
宮崎県東臼杵郡門川町本町1-1
TEL(0982)63-1140 ㈹
FAX(0982)63-1356
印刷／安井株式会社

今回は郷土料理のレシピをお紹介します !!「かんころ団子」と「平だご」

　お団子の名前はそれぞれの形が由来になっています。“かんころ団子”の「かんころ」とは「げんこつ」のこと。
ぎゅっとにぎって、げんこつの形をのこしたまま蒸したお団子です。“平だご”は平たくのばして茹でたお団子
です。素朴な味わいをぜひお楽しみください!!

（１）かんころ団子
　〈６個分の材料〉
　・さつま芋の粉………………60ｇ
　・上新粉………………………20ｇ
　・黒砂糖（粉末）………………25ｇ
　・塩………………………………1ｇ
　・お湯（50℃くらい）……40～60㏄

　〈作り方〉
　　※蒸し器に水を入れ火にかけておく。お団子を蒸すところにクッキングシートをしいておく。
　　①ボールに粉類をまとめて混ぜる。お湯を少しずつ加えて箸で混ぜる。
　　②生地がまとまってきたら手でこねる。耳たぶくらいの固さになったら６等分にする。
　　③②を丸めて、こぶしでぎゅっと軽く握り、形を残したまま10～15分ほど蒸す。

（２）平だご

　〈12枚分の材料〉
　・地粉（小麦粉）………………120ｇ
　・白玉粉またはやわみ………40ｇ
　・塩………………………………3ｇ
　・お湯（50℃くらい）…80～100㏄
　◎黒砂糖やきな粉………お好みで

　〈作り方〉
　　※鍋にお湯を沸かしておく。
　　①ボールに粉類を加え混ぜておく。少しずつお湯を加えて箸で混ぜる。
　　②生地がまとまってきたら手でこねる。耳たぶくらいの固さになったら12等分にする。
　　③②を丸めて、手のひらで平たく伸ばしお湯で茹でる。浮き上がってきたら出来上がり。
　　　お好みで黒砂糖やきな粉をまぶして食べます。

編集後記
東日本大震災から２年。今月 21
日の防災講演会の内容は、被災
された方の体験談です。地震、
津波を目の当たりにした方から
は、貴重なお話が聞けるものと
思います。また防災意識向上の
きっかけにもなりますので、多
くの皆さまのご来場をお待ちし
ております。（Ｋ）

　昨年４月号から今月号までに 47名の民生委
員・児童委員及び主任児童委員の皆様をご紹介
いたしました。
　各地区の民生委員児童委員及び主任児童委員
の皆様は、門川町内の生活や福祉に関すること
など、ご相談をお受けいたします。一人で悩ま
ないで勇気を出して、ご相談ください。
　今月は次の４人の方々です。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員及び主任児童委員

東栄町地区担当民生委員
近藤　哲雄さん

主任児童委員
竹田　陽子さん

主任児童委員
初田　誉さん

主任児童委員
中山　悟道さん



第
５
回
新
春
子
ど
も
の
声
を

聞
く
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
１
月
19
日
（
土
）
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
第
５
回
新
春
子
ど
も
の
声
を
聞
く

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
各
学
校
か
ら

選
ば
れ
た
８
名
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
が

門
川
に
対
す
る
思
い
や
、
自
分
の
夢
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
体

験
を
通
し
て
感
じ
た
門
川
の
よ
さ
、
人
の
あ

た
た
か
さ
を
一
生
懸
命
伝
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
か
ら
新
た
に
発
表
者
に
加
わ
っ
た

海
外
派
遣
研
修
代
表
の
岩
切
さ
ん
が
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
驚
き
や
感
動
を
実
体
験

を
交
え
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
発
表

者
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
ご
来
場
の

方
々
も
門
川
を
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
改
め

て
見
直
す
よ
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
発
表
者
の
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に

す
ば
ら
し
い
発
表
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

写
真
は
左
か
ら
重
黒
木
陸
く
ん
（
草
川
小
５

年
）、
小
山
燿
く
ん
（
五
十
鈴
小
５
年
）、
那

須
夢
香
さ
ん
（
門
川
中
２
年
）、
小
林
沙
希

さ
ん（
門
川
高
校
２
年
）、三
好
琴
巳
さ
ん（
門

川
小
５
年
）、
坂
本
麻
里
亜
さ
ん
（
西
門
川

小
５
年
）、
河
野
真
澄
美
さ
ん
（
西
門
川
中

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
門
川
町
で
は
、
年
末
か
ら
3
件
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
2
月
13
日
、
日
向
警
察
署
、
道
路
管
理
者
、

交
通
指
導
員
、
地
元
地
区
会
長
、
地
元
高
齢

者
ク
ラ
ブ
会
長
、
交
通
安
全
協
会
役
員
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
交
通
死
亡
事
故
現

場
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
今
後
の
対
策
や
啓
発
活
動
へ

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
近
、
一
旦
停
止
違
反
や
、
信
号
の
変
わ

り
目
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
交
差
点
に
侵
入

す
る
な
ど
、
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
化
が
、
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
事
故
を
起
こ

す
か
も
し
れ
な
い
、

事
故
に
遭
う
か
も

し
れ
な
い
」
と
い

っ
た
、
緊
張
感
の

あ
る
運
転
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
歩
行
者
の
皆
さ

ん
は
早
朝
、
薄
暮

時
な
ど
反
射
材
の

着
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た

多
少
遠
回
り
で
も

横
断
歩
道
の
あ
る

場
所
で
の
横
断
を

２
年
）、岩
切
寿
理
亜
さ
ん
（
門
川
中
３
年
：

海
外
派
遣
研
修
代
表
）　

郷
土
料
理
づ
く
り
体
験

　
2
月
5
～
6
日
、
門
川
小
学
校
の
3
年
生

と
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
門
川
町
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
）
の
み
な
さ
ん
で
郷
土
料
理
の

「
か
ん
こ
ろ
だ
ご
」
と
「
平
だ
ご
」
作
り
を

し
ま
し
た
。

※�

「
か
ん
こ
ろ
だ
ご
」
と
「
平
だ
ご
」
の
レ

シ
ピ
は
町
広
報
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
門
川
小
学
校
の
も
ち
米
が
被

災
地
へ

　
西
門
川
小
学
校
か
ら
被
災
地
支
援
の
た
め

に
相
馬
地
方
農
業
直
売
所
協
議
会
へ
贈
ら
れ

た
も
ち
米
90
キ
ロ
が
南
相
馬
市
で
行
な
わ
れ

た
「
い
き
い
き
復
興
対
策
も
ち
つ
き
大
会
」

に
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
相
馬
市
小
高
区
内
の
子
ど
も
た
ち
は
学

校
ご
と
に
分
か
れ
、
餅
つ
き
や
、
つ
き
た
て

（
竹
名
地
区
51
世
帯
）

　
　

 　

人
口
１
１
９
人〈
男
53
人
・
女
66
人
〉

　
竹
名
区
で
は
、
人
づ
く
り
部
門
の
催
し
と

し
て
、
生
き
生
き
サ
ロ
ン
の
世
話
人
の
福
永

達
子
さ
ん
を
中
心
に
Ｈ
25
年
１
月
26
日
に
柳

も
ち
作
り
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

Ｈ
24
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
で
す
。

当
日
は
、
日
ご
ろ
外
に
出
る
機
会
の
な
い
高

齢
者
や
子
供
た
ち
が
多
数
集
ま
り
素
敵
な

柳
も
ち
が
完
成
し
ま
し
た
。「
竹
名
地
区
は
、

区
の
役
員
が
進
ん
で
い
ろ
ん
な
催
し
を
企
画

し
集
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
日
ご
ろ
自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち

な
人
も
孤
立
せ
ず
に
す
ん
で
い
ま
す
。
地
域

み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
絆
を
深
め
て
い
る
の

で
す
よ
。」
と
区
長
で
竹
名
地
区
人
づ
く
り

部
会
長
で
あ
る
中
村
認
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し

た
。防

災
講
演
会
の

　
　

開
催
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
自
然
災
害
や
事
故
災
害
な
ど
は
、

時
と
し
て
人
知
を
超
え
た
猛
威
を
ふ
る
い
、

多
く
の
人
命
を
奪
う
と
と
も
に
、
国
土
及
び

国
民
の
財
産
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
き
ま

し
た
。
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

不
可
能
で
す
が
、
衆
知
を
集
め
て
効
果
的
な

災
害
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
住
民
一
人

一
人
の
自
覚
及
び
努
力
を
促
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
被
害
を
軽
減
し
て
い

く
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
防
災
意
識

を
更
に
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
防
災
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【
日　

時
】
３
月
21
日（
木
）

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分

（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

【
場　

所
】
門
川
町
総
合
文
化
会
館

【
内　

容
】 

東
日
本
大
震
災
災
害
の

体
験
談 

【
主　

催
】
門
川
町

や
っ
ち
み
ろ
や
健
康
づ
く
り
の

会　

活
動
報
告
in 

竹
名
区

《
や
っ
ち
み
ろ
や
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21
》

人
づ
く
り
部
会
　
地
域
で
で
き
る
こ
と

目
標
（
一
部
抜
粋
）

目
標
１　
「
私
も
あ
な
た
も
地
域
の
主
役
」

○�

地
区
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
場
を
つ
く

ろ
う
。

○
地
区
の
活
動
状
況
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
よ
う
。

の
餅
を
丸
め
る
作
業
に
挑
戦
し
、
最
後
は
、

あ
ん
こ
や
き
な
粉
を
絡
め
た
餅
を
食
べ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

世
界
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
に
本
町
出
身
の
選
手
が

出
場
し
ま
す
！

　
３
月
１
日
（
金
）
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
る
世
界
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
に
門
川
町
出
身
の
松
岡
真
央
さ

ん
、
川
田
直
諒
さ
ん
、
米
良
孝
太
さ
ん
が
日

本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
松
岡
選

手
は
、「
日
本
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

町
長
へ
決
意
表
明
し
大
会
で
の
活
躍
を
約
束

し
ま
し
た
。

2広報　　　　3月3 広報　　　　3月

写真左から川田さん、米良さん、松岡さん



4広報　　　　3月5 広報　　　　3月



6広報　　　　3月7 広報　　　　3月



8広報　　　　3月9 広報　　　　3月

　

３
月
１
日
に
門
川
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
後
藤
千
晶
さ
ん
。
卒
業
前
の

２
月
16
日
に
は
門
川
町
総
合
文
化
会

館
に
て
自
身
初
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
、
３
０
０
名
の
観
客
を
魅
了

し
た
。

　
「
ギ
タ
ー
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
出

会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

ま
し
た
」
と
話
す
後
藤
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
数
多
く
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
最
優
秀

賞
に
輝
い
て
き
た
。

　

ピ
ア
ノ
を
習
い
た
い
と
思
い
始
め

た
５
歳
の
頃
に
、
ピ
ア
ノ
の
代
わ
り

に
と
い
う
こ
と
で
父
よ
り
与
え
ら
れ

た
楽
器
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
。
な

ん
と
な
く
ギ
タ
ー
を
始
め
た
た
め
か
、

小
さ
い
頃
は
父
の
厳
し
い
指
導
に
よ

り
、
涙
を
流
し
な
が
ら
練
習
に
励
む

日
も
あ
っ
た
。
本
気
で
ギ
タ
ー
に
向

き
合
い
始
め
た
の
は
、
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
。

　
「
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
を
通
し
て
、
自

分
の
奏
で
た
い
『
音
』
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
音

を
見
つ
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
ギ
タ
ー
の
魅
力
を
語
る
。

　

周
り
に
ギ
タ
ー
を
し
て
い
る
人
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
講
師
の
演
奏
入

り
Ｃ
Ｄ
が
唯
一
の
教
材
だ
っ
た
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
こ
と
で
経

験
を
積
み
実
力
を
向
上
さ
せ
て
き
た
。

昨
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
30
回

ス
ペ
イ
ン
ギ
タ
ー
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
プ
ロ
の
奏
者
も
出
場
す
る
な

か
２
位
に
入
賞
す
る
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。

　
「
入
賞
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
演
奏
を
聴
い
て
い

た
だ
い
た
方
か
ら
の
『
感
動
し
た
』

と
い
う
言
葉
が
な
に
よ
り
も
嬉
し
い

で
す
」
と
優
し
く
微
笑
む
。

　

４
月
か
ら
は
、
愛
知
県
で
の
就
職

が
決
ま
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
。
ギ
タ
ー

と
仕
事
の
両
立
で
忙
し
い
日
々
を
送

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
明
確
に

中
長
期
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
い
ず
れ
は
海
外
へ
の
ギ
タ
ー
留
学

を
考
え
て
い
ま
す
。
数
年
の
留
学
後

に
は
東
京
国
際
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
な
実
績
を
残
せ
る
く
ら
い
の

ギ
タ
ー
奏
者
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
。

そ
し
て
自
分
の
教
室
を
持
っ
て
指
導

す
る
立
場
に
な
り
た
い
で
す
ね
。
も
っ

と
言
え
ば
母
校
の
門
川
高
校
に
ギ

タ
ー
部
を
作
っ
て
、
日
本
一
に
導
い

て
あ
げ
た
い
な
～
」
と
夢
は
膨
ら
む
。

　

現
在
、
楽
譜
か
ら
曲
の
持
つ
意
味

を
読
み
取
り
、
感
情
を
込
め
た
音
を

ど
れ
だ
け
表
現
で
き
る
か
を
課
題
に

し
て
い
る
後
藤
さ
ん
。
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
た
18
歳
の
夢
へ
の
挑
戦
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

後
藤
　
千
晶 

さ
ん

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
極
め
る
た
め
に
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門
川
町
の
石
造
物

⒐ 

庵
川
神
社
の
回
国
供
養
塔

　
廻
国
（
回
国
）
供
養
塔
は
、
全
国
六
十
六
ケ

所
の
霊
場
を
行
脚
し
て
、大
乗
妙
典（
法
華
経
）

を
一
部
ず
つ
奉
納
す
る
廻
国
を
達
成
し
た
時
に

建
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
大
乗
妙
典

六
十
六
部
廻
国
は
、
室
町
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
近
世
に
な

っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
内
に
も
多
く
の
廻
国
供
養
塔
が
あ
り

ま
す
。廻
国
行
脚
を
行
う「
六
十
六
部
廻
国
聖
」

は
一
般
に
は「
六
十
六
部
」「
六
部
」と
呼
ば
れ
、

古
く
は
、
修
行
に
専
念
す
る
行
者
で
し
た
が
、

近
世
に
は
俗
人
が
行
う
廻
国
巡
礼
も
あ
り
ま
し

た
。

　
庵
川
神
社
境
内
の
供
養
塔
は
、
正
面
中
央
に

「
奉
納
大
乗
妙
典
日
本
回
国
供
養
塔
」
向
か
っ

て
右
に
「
天
下
和
順
　
宝
暦
元
辛
未
天
」
左
に

「
日
月
清
明
　
三
月
」
と
あ
り
ま
す
。
宝
暦
元

年
は
西
暦
１
７
５
１
年
で
、
内
藤
氏
延
岡
藩
初

代
藩
主
内
藤
政
樹
の
時
代
で
す
。
願
主
、
施
主

な
ど
は
不
明
で
す
。
土
に
埋
も
れ
た
と
こ
ろ
に

文
字
が
あ
る
よ
う
で
す
が
残
念
な
が
ら
読
み
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
六
十
六
部
廻
国
は
行
者
の
出
身
村
を
は
じ

め
、
行
く
先
々
の
人
々
の
布
施
に
よ
っ
て
成
就

で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の
供
養
塔
も
同
様
に
庵

川
村
や
廻
国
に
関
係
し
た
内
外
の
人
々
の
寄
付

な
ど
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

２0歳以上の学生の方は「学生納付特例制度」の手続きを！
　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
を
行
わ
ず
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

４
月
（
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
で
す
。
申
請
手
続
は
毎
年
度
必
要
で

す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
（
代
理
の
方
で
も
手

続
き
で
き
ま
す
）

①
年
金
手
帳

②�

新
年
度
有
効
の
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書

③
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

手
続
き
を
す
る
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

門
川
町
役
場
　
町
民
課
医
療
年
金
係

（
電
話��

０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０
）

延
岡
年
金
事
務
所

（
電
話��

０
９
８
２
|
２
１
|
５
４
２
４
）

　間もなく新生活がスタート。新入生（児童）や女性の新入社員を狙っ
た声かけ事案や悪質な性犯罪の発生が心配されます。
　新たな人生の門出を迎える時に、この様なわいせつな犯罪の被害に遭
わないよう十分注意しましょう。

★子どもに対する注意点
　全国的に、子どもを対象とした性犯罪、声かけが後を絶ちません。犯
罪の被害に遭わないよう、自分を守るための力を身につけましょう。
合い言葉は『イカのおすし』

“イカのおすし”
イカ～知らない人についていかない
の～　知らない人の車にのらない
お～　おおきな声でさけぶ
す～　すぐに逃げる（こわいと近くの大人に知らせる）
し～　しらせる（どんな人が何をしたか親にいう）

　もうすぐ春です。気温も暖かくなり、気分もボーッとしがちです。車を運転する時は、ほどよい緊張
感を持ち、また長時間運転することなく、こまめに休息することを心がけましょう。
○交差点の事故防止
　車両（自転車を含む）を運転する際は、信号機のある交差点では、信号の確実な確認、信号機のない
交差点では、一時停止、徐行を行い安全確認をしましょう。
○歩行者の事故防止
　夕暮れ時、夜間及び早期に散歩等で外出する際は、明るい色の服装の着用、反射材の着装、懐中電灯
の所持など運転者に「見せる工夫」をしましょう。

新入生（児童）や女性新入社員は気をつけて

門川町内で交通事故多発!!
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誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
時
に
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に

な
っ
た
り
、
給
付
の
一
部
又
は
全
部
が
差

し
止
め
に
な
る
な
ど
、
未
納
の
期
間
に
応

じ
た
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

「
介
護
保
険
料
口
座
振
替
」
の
お
す
す
め
！

　
介
護
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て
い
る

方
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め

で
す
。
納
付
書
と
通
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
課
　
介
護
福
祉
係

　
☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
３
４
）　

　
平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
の
「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
障
害
者
総
合
支

援
法
）」
に
よ
っ
て
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
、
難
病
患
者
の
皆
さ
ま
も
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
等
が
あ
り
、

手
続
き
に
時
間
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
４

月
１
日
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
お
考
え

　
介
護
保
険
は
、
高
齢
者
の
介
護
の
負
担

を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
40
歳

以
上
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
と
公
費
を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
こ
ん
な

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
ま
す
。

の
方
は
、
早
め
に
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
門
川
町
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

☎
０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０

（
内
線
　
２
３
３
、２
３
２
）

★�

第
25
回
を
記
念
し
て
、
柱
大
黒
さ
ん
・

茶
録
さ
ん
の
落
語
が
あ
り
ま
す
！

★�

県
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
県
北
支
部
に
よ

る
面
白
い
防
災
寸
劇
は
注
目
で
す
！

家
庭
を
支
え　

地
域
を
支
え
る　

女
性
の

交
流
の
ひ
と
と
き

＊�

婦
人
団
体
に
よ
る
演
芸
発
表
・
お
楽
し

み
抽
選
会
（
景
品
多
数
）�

＊
参
加
者
全
員
に
景
品
が
あ
り
ま
す
。

＊
入
場
無
料

【
日
　
時
】平
成
25
年
３
月
10
日（
日
）

【
受
　
付
】12
時
30
分
　
開
会
　
13
時

【
場
　
所
】門
川
町
総
合
文
化
会
館

【
主
　
催
】門
川
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

【
後
　
援
】門
川
町
・
門
川
町
教
育
委
員
会

【
問
合
せ
先
】

教
育
委
員
会（
社
会
教
育
課
）

☎
６
３
|
１
１
４
０（
内
線
２
６
５
）��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

難
病
患
者
に
対
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

第
25
回
　
婦
人
親
睦
の
つ
ど
い

～
演
芸
交
流
大
会
～

①
育
児
休
業
代
替
臨
時
職
員

●
業�

務

　�

町
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
（
資
料

の
貸
出
及
び
返
却
処
理
、
資
料
整
理
、

配
架
、
資
料
修
理
、
そ
の
他
業
務
等
）

●
募
集
人
員��

１
名

●
応
募
資
格

　
図
書
館
司
書
の
資
格
保
有
者

●
雇
用
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
25
年
12
月
11
日��������������������

●
就
業
時
間

　
平
　
日
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

　
土
日
祝
　�

午
前
９
時
３
０
分
か
ら
午
後

５
時
30
分

●
休
日

　�

毎
週
月
曜
日
及
び
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
週
１
回
の
指
定
休
日

●
休
暇
　
休
暇
は
無
給

●
賃
金

　
１
．
日�

額�

６
千
円（
時
給
７
５
０
円
）

　
２
．
月
末
締
め
の
翌
月
５
日
支
払

●
賃
金
よ
り
控
除
す
る
も
の

　�

健
康
保
険
料
・
厚
生
年
金
料
・
雇
用
保

険
料
・
所
得
税

●
そ
の
他

　「
門
川
図
書
館
振
興
会
従
業
員
就
業
規

則
」
に
よ
る

②
代
替
職
員
（
パ
ー
ト
）

●
業�

務

　�

町
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
（
資
料

の
貸
出
及
び
返
却
処
理
、
資
料
整
理
、

配
架
、
資
料
修
理
、
そ
の
他
業
務
等
）

補
助

●
募
集
人
員

　
２
名
　
町
内
居
住
者

●
応
募
資
格

　�

図
書
館
司
書
の
資
格
保
有
者
、
若
し
く

は
図
書
館
勤
務
経
験
者

●
雇
用
期
間

　�

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
。
た
だ
し
、
勤
務
日
は
不
定
期
、

平
均
し
て
月
に
８
日
前
後

●
就
業
時
間

　�

午
前
10
時
～
午
後
７
時
ま
で
の
間
（
連

続
４
時
間
程
度
）

●
賃�
金

　
１
．
時
給
７
２
５
円

　
２
．
月
末
締
め
の
翌
月
５
日
支
払

●
賃
金
よ
り
控
除
す
る
も
の

　
所
得
税

●
そ
の
他

　�「
門
川
図
書
館
振
興
会
従
業
員
就
業
規

則
」
に
よ
る
　

◎
応
募
方
法
（
①
、
②
共
通
）

１
.�

募
集
期
間

　�

３
月
１
日
（
金
）
～
３
月
16
日
（
土
）

午
後
５
時
締
切

２
．
提
出
書
類

　�

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
図
書
館
司
書

資
格
証
明
書
写
し
を
、
持
参
か
郵
送

（
16
日
必
着
）

※�

提
出
の
際
、
①
、
②
の
ど
ち
ら
に
応
募

す
る
か
明
記
す
る
こ
と
。

３
．
書
類
選
考
・
面
接

　
３
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
～
　
予
定

４
．
申
込
・
問
合
せ
先

〒
８
８
９
|
０
６
１
１

東
臼
杵
郡
門
川
町
大
字
門
川

尾
末
１
１
６
１
|
１
門
川
町
立
図
書
館
内

門
川
図
書
館
振
興
会
職
員
募
集
係

☎
０
９
８
２
|
６
８
０
０
０
１

　
門
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
向
学
心
が

あ
り
十
分
な
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
方
に
対
し
、
学
資
の
一
部
を
貸
与
し
、

将
来
有
能
な
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
25
年
度
門
川
町
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
貸
与
資
格

　
保
護
者
が
門
川
町
に
住
所
を
有
し
、
将

来
に
お
い
て
も
住
居
を
有
す
る
見
込
み
の

子
弟
で
、
高
等
学
校
及
び
大
学
（
高
等
専

門
学
校
・
短
期
大
学
を
含
む
）
に
学
籍
を

有
す
る
者

○
奨
学
金
の
額

　
高
校
奨
学
生��

月
額��

１
０
，
０
０
０
円

　
大
学
奨
学
生��

月
額��

２
０
，
０
０
０
円

○
貸
与
期
間

　
決
定
の
日
よ
り
進
学
す
る
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間

○
償
還
期
間

　
卒
業
の
月
よ
り
３
ヶ
月
経
過
後
、
貸
与

期
間
の
２
倍
の
期
間
以
内
で
の
償
還
と
な

り
ま
す
。

○
出
願
手
続
き

　
次
の
書
類
を
期
日
ま
で
に
本
人
が
教
育

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
奨
学
生
願
書

②
家
庭
状
況
調
書

③
成
績
証
明
書

　（
入
学
前
最
終
学
校
の
も
の
）

④
入
学
許
可
証
明
書
又
は
在
学
証
明
書

⑤�

世
帯
全
員
の
平
成
２
４
年
分
源
泉
徴
収

票
も
し
く
は
平
成
２
４
年
中
の
所
得
を

証
明
で
き
る
も
の

（
※
右
記
書
類
の
う
ち
、
①
及
び
②
に
つ

い
て
は
教
育
総
務
課
に
直
接
取
り
に
来
て

い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
門
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。）

○
受
付
期
間

　�

平
成
25
年
３
月
18
日
（
月
）
か
ら
平
成

25
年
４
月
26
日
（
金
）
ま
で

○
募
集
人
数

　
若
干
名

○
選
考
方
法

　
門
川
町
奨
学
生
選
考
基
準
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
決
定
を
し
、
６
月
末
日
ま
で
に

本
人
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
並

び
に
連
帯
保
証
人
に
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先
）

　
教
育
総
務
課

　
電
話
６
３
|
１
１
４
０（
内
線
２
６
７
）

門
川
図
書
館
振
興
会
育
児
休
業
代

替
臨
時
職
員
・
代
替
職
員
（
パ
ー

ト
）
募
集

門
川
町
奨
学
生
募
集
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し
た
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
、
今
ま
で
お
持
ち
の

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
」（
今
ま
で
の
保
険
証
）
を
新
し

い
保
険
証
と
差
し
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

保
険
証
の
差
し
替
え
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
25
年
4
月
以
降
に
使
用
す
る
新
し
い
保

険
証
を
3
月
下
旬
頃
ま
で
に
郵
送
い
た
し

ま
す
。
な
お
、「
一
部
負
担
金
の
割
合
2

割
　
※
平
成
25
年
3
月
末
日
ま
で
は
1

割
」
と
記
載
が
あ
る
今
ま
で
の
保
険
証
を

3
月
31
日
ま
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
4
月
1
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
４
月
１
日
以
降
に
ハ
サ
ミ
等
で
細
か

く
切
っ
て
ご
処
分
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先
）

門
川
町
役
場�

町
民
課�

医
療
年
金
係
　

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
２
７
）

　
遠
見
山
の
美
し
い
桜
道
を
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？
花
見
を
す
れ
ば
、
心
も
身
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

【
開
催
日
】

　
平
成
24
年
３
月
31
日
（
日
）

※
少
雨
決
行

【
時
　
間
】

　
９
時
受
付
開
始

　
９
時
30
分
出
発
式
～
ス
タ
ー
ト

【
集
合
場
所
】

　
庵
川
漁
港
組
合
前
駐
車
場

　
※
案
内
板
を
設
置
し
ま
す
。

【
参
加
費
】

　
お
一
人
様
５
０
０
円

　
※�

お
弁
当
を
注
文
さ
れ
る
方
は
、
別
途

５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
９
８
２
|
６
３
|
３
２
３
６

　�

電
話
申
込
は
営
業
時
間
８
時
～
17
時
ま

で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
※
３
月
27
日
締
切

【
コ
ー
ス
注
意
点
】

　�

遠
見
山
１
周
約
15
㎞
（
日
本
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
認
定
）

※
各
自
、
天
候
次
第
で
雨
具
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
主
　
催
】

　�

庵
川
東
・
牧
山
地
区
農
用
地
利
用
改
善

組
合
・
庵
川
東
環
境
保
全
活
動
組
織
・

農
産
物
販
売
所
遠
見
の
里

70
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
宮
崎
県
耳
川
流
域

地
場
産
業
振
興
対
策

協
議
会
（
門
川
町
・

日
向
市
・
美
郷
町
・

諸
塚
村
・
椎
葉
村
）

で
は
、
消
費
者
と
の

交
流
を
通
じ
た
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、
販
路
拡

大
と
地
場
産
業
の
活

性
化
を
目
的
に
、
年

２
回
（
12
月
・
３
月
）、

宮
崎
市
高
千
穂
通
り
で
「
地
場
産
品
展
示
即
売

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
期
は
、
３
月
８
日
（
金
）
～
９
日
（
土
）

の
２
日
間
、
宮
崎
山
形
屋
前
歩
道
に
お
い
て
開
催

予
定
と
し
て
お
り
、
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や

鮎
の
塩
焼
き
の
振
る
舞
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
い
た
だ
き
日
向
入
郷
市
町
村
の

自
慢
の
一
品
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

平
成
25
年
３
月
８
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
5
時

３
月
９
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
　
所
】

宮
崎
市
高
千
穂
通
り
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド（
宮
崎
山

形
屋
前
歩
道
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
崎
県
耳
川
流
域
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議
会
事

務
局
　
日
向
市
　
産
業
経
済
部
商
工
港
湾
課

電
　
話
　
０
９
８
２
︱
５
２
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
８
２
︱
５
４
︱
５
２
６
９

し
尿
汲
取
区
域
指
定
表

宮
崎
県
収
入
証
紙
販
売
の
ご
案
内

遠
見
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

り
ま
し
た
。

　
応
募
の
中
か
ら
、
審
査
に
よ
り
８
点
の

候
補
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
８
点
か
ら
奥

さ
ん
の
名
前
を
決
め
る
為
、
一
般
投
票
を

行
い
ま
す
。

　
投
票
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
左
記
の
投
票
方
法
を
ご
覧
に
な
り
投

票
下
さ
い
。

【
投
票
期
間
】

　
平
成
25
年
２
月
25
日
（
月
）
～

　
３
月
15
日
（
金
）

【
投
票
方
法
】

　�

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
１
人
1

票
の
み

１
．
直
接
投
票
（
投
票
用
紙
は
、
会
場
に

用
意
し
て
い
ま
す
。）

　
・
門
川
町
役
場
本
館
入
り
口

　
　
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
　

　
・
門
川
駅
切
符
販
売
所

　
　
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
　

２
．
電
子
投
票

　
門
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.kadogaw
a.

lg.jp/

）
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
投
票
画
面

に
進
み
投
票
く
だ
さ
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
公
共
性
が
高

く
低
料
金
で
保
障
の
充
実
し
た
保
険
で
す
。

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最

適
な
保
険
で
す
。

　
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的

に
ご
活
用
頂
き
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ

い
！

●
問
合
せ
先

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

☎
０
９
８
５
|
５
５
|
３
１
３
６

●
保
険
期
間
と
補
償
範
囲

毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
、
４
月
１
日
以
降
の
入
金
の
場
合
は

入
金
日
の
翌
日
よ
り
保
険
は
有
効
に
な
り

ま
す
。

◇
グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
活
動
中
の
事
故

　
◇
グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
Ａ
Ｗ

を
除
く
）

　
各
種
資
料
発
送
、
あ
ら
ま
し
、
加
入
依

頼
書
、
事
故
通
知
ハ
ガ
キ
等
が
必
要
な
場

合
は
、
門
川
町
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

だ
さ
い
。

　
門
川
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
ど
っ
ぴ
ー
」
の
奥
さ
ん
の
名
前
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
約
２
５
０
点
の
応
募
が
あ

【
問
合
せ
先
】

　
門
川
町
観
光
協
会

　
☎
０
９
８
２
|
５
７
|
４
１
１
０

　
最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路
沿
線
か

ら
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど
が
倒
れ
こ
ん
で
、

高
速
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
衝
突
す

る
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
沿
線
に
竹
林
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予

測
さ
れ
る
場
合
、
伐
採
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど
が
倒
れ

こ
む
可
能
性
が
あ
り
、
危
険
度
が
高
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
や
む
な
く
道
路

を
管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

に
て
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
高
速
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
が
、
安

全
快
適
に
走
行
す
る
こ
と
を
願
い
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
　
九
州
支
社

延
岡
高
速
道
路
事
務
所
　
管
理
課

☎
０
９
８
２
|
６
３
|
２
２
５
５

【
営
業
時
間
】
平
日
９
時
～
17
時
25
分
　

Ｋ
Ｃ
Ｓ
（
旧
門
川
衛
生
社
）

☎
６
３
¦

１
４
１
５

南
町
１
・
２
区
、
南
ヶ
丘
、
旭
町
、
尾
末
東
、

後
向
、下
納
屋
、平
城
西
、上
納
屋
１
・
２
・

３
区
、
梅
の
木
、
加
草
１
・
２
・
３
・
４
・
５

区
、
庵
川
西
、
須
賀
崎
、
庵
川
東
、
牧
山
、

谷
の
山

首
藤
工
務
店

☎
６
３
¦

１
７
４
２

松
瀬
、
三
ヶ
瀬
、
上
井
野
、
大
内
原
、
小
松
、

大
丸
、
小
園
、
城
屋
敷
、
中
山
、
五
十
鈴
、

平
城
東
、
城
ヶ
丘
、
上
町
、
本
町
、
東
栄
町
、

西
栄
町
、
宮
ヶ
原
、
栄
ヶ
丘
、
竹
名
、
中
尾
、

中
村

※�

区
域
指
定
期
間
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※�

浄
化
槽
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃

は
区
域
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
門
川
町
役
場
で
は
、
宮
崎
県
収
入
証
紙

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
使
用
用
途
】

県
立
高
等
学
校
受
験

県
立
高
等
学
校
入
学
手
続
き

県
立
高
等
学
校
卒
業
証
明
書
な
ど

【
問
合
せ
先
】

門
川
町
役
場
　
会
計
課
　
会
計
係

　
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
25
年
4

月
か
ら
窓
口
で
の
自
己
負
担
を
2
割
と
す

る
事
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

平
成
25
年
4
月
か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で

の
1
年
間
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
1
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

か
ど
っ
ぴ
ー
の
奥
さ
ん
の
名
前

を
決
め
よ
う
！

高
速
道
路
沿
い
に
土
地
を
所
有

す
る
皆
さ
ん
へ

小
児
科
　
日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ



★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　�

　
３
月
25
日
は
、
２
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
４
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
１
月
分
の
再
振
替
は
３
月
11
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　�

　
今
月
上
旬
に
水
道
料
金
２
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

3月のカレンダー （平成25年２月12日現在）

土
2/24 3/1 2

土
26 27 28

日
25
月 火 水 木 金

3 8 95 6 74

10 15 1612 13 1411

17 22 2319 20 2118

24

31 4/1 4/2

29 3026 27 2825

ひな山祭り
（３日まで開催　
10:00～18:00
三ヶ瀬集落セン
ター場）

広域観光ツアー
（～３日）

門川町立中央公
民館民俗資料展
示室休館
（６日まで）

婦人親睦の
つどい
（13:00～16:30
門川町総合文化
会館）

心の杜休館日 行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉
センター）

バレンタイン♡
キーワードラ
リー終了

町内中学校
卒業式

春分の日 防災講演会
（19:00～20:30
門川町総合文化
会館）
民児協定例会
（13:30～　門川
町総合福祉セン
ター）

門川みんなと朝市
（8:00～9:30　門川漁港）
かどがわ健康
ロードレース大会
（9:00～13:00
門川海浜総合公園）
福島の子どもたちとのソフト
ボール交流大会（門川海
浜総合公園）

町内小学校
卒業式

町内小中学校
修了式

定例農業委員会
（15:30～
門川町役場）

●町内人口

（　　）内は前月

２月１日現在

男

8,805
（8,818）

9,817
（9,812）

18,622
（18,630）

6,907
（6,900）

女 計 世帯数
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　春の異動シーズンが到来します。この時期、転入・転出による引越しをされる方も多くなりますが、それ
に伴って役所への異動届も必要となります。
　そこで、門川町役場では異動に伴う手続が必要となる一部の窓口業務を、３月３０日（土）及び３月３１
日（日）に開設することとしました。具体的な取り扱い業務については下記をご覧ください。また、ご不明
な点は担当課まで、お気軽にお問い合わせください。
◆開設日時◆　　平成２５年３月３０日（土）及び３月３１日（日）
　　　　　　　　午前�８：３０～午後�５：１５
◆取扱業務◆
〈町民課〉　
　町民窓口係～・住民異動届（転入・転出・転居等）に関する業務
　　　　　　　・�各種証明書交付（住民票の写し、印鑑登録証明、戸籍関係証明等）及び印鑑登録に関する

業務
医療年金係
　国民健康保険～国民健康保険被保険者資格異動届（取得、喪失等）に関する業務

〈福祉課〉　　
　子育て支援係～児童手当、児童扶養手当、乳幼児医療等の転入・転出・転居等に関する業務
★ご注意★
　手続きに際して、添付書類・印鑑・本人確認証明書（免許証等）が必要になりますので、事前に必要書類
等を担当課までご確認いただいておきますと、手続きがスムーズに進みます。
　なお、取扱い業務のうち、他の行政機関などに確認する必要がある場合は、手続できないこともあります。

※お問い合わせ先：門川町役場　【代表電話番号��６３－１１４０】
　　　　　　　　　各担当課にて、手続き・届出等の詳細をお尋ねください。


